
ぎふ花と緑の振興計画（案）の概要

１ 計画の策定にあたって

計画策定の趣旨
花き産業を取り巻く環境の変化や抱える課題などを踏まえ、花き振興施策を総合的
かつ計画的に推進する

計画の性格と位置づけ

「岐阜県花きの振興に関する条例」（平成２６年岐阜県条例第７０号）第８条及び
「花きの振興に関する法律」（平成２６年法律第１０２号）第４条に基づく振興計画
として策定

計画期間
令和８年度から令和１２年度までの５年間

２ 岐阜県の花きを巡る状況

生産

• 花き産出額は平成１５年以降減少傾向で、
令和６年には約４５億円まで減少。

• 花き生産者の減少及び労働人材の不足
• 気候変動（特に夏季の高温）による生産の

不安定化
• 資材エネルギー価格の高騰による生産コス

トの上昇

消費

• 花き関連品の年間購入金額は減少傾向
• シニア層に比べ、若い世代の購入額が

少ない。
• 新型コロナの影響による結婚式、葬式

などの業務需要の減少。
• 核家族化や住宅様式などライフスタイ

ルの変化に伴い需要が変化。

３ 第2期計画の取組み

４ 施策の推進体制

花き業界の壁を越えた産学金官の多様な
主体と連携して設立した「ぎふ花と緑の振興
コンソーシアム」を核として事業を展開

6 施策の推進方針

１ 花と緑の生産振興

○多様な担い手の育成
・就農ルートの充実
・経営継承の促進
・生産者の規模拡大の推進
・生産技術の向上

○サステイナブルで高品質な花き生産の推進
・ワーキンググループによる生産課題の解決
・高温対策
・県育成品種のブランド化推進

（ネイティブフラワーなどの新品種育成等）
・環境に配慮した生産への転換

（エネルギーコストの低減）

○流通・販売体制の強化
・集出荷場の高温対策など流通の効率化
・ＥＣやＳＮＳを活用した販路開拓

２ 花と緑の文化振興

○花育・園芸福祉の推進
・小中学生等に対する花育の推進
・園芸福祉の推進

○花き文化の伝承・創造
・高校生等の花飾りの場づくり
・「花きの日」等における花きの活用促進

○花のある暮らしの提案
・若年層に向けたＳＮＳ等による花き

情報発信
・2027年国際園芸博覧会への出展及び

情報発信
・県営公園等におけるグリーン・ライフ

の推進

５ 目標指標

（１）花き文化の振興
・ライフスタイルに合わせた花飾りの提案
・若年層を中心とした新たな花き文化創出

（２）園芸福祉の推進
・園芸福祉サポーター育成による活動推進

（３）花育の推進
・地域と連携した花育教室の開催

花き産出額及び生産者の推移（岐阜県） 世帯主年齢別切り花年間購入額
（全国）

（４）花き産業の振興
・経営力向上研修、技術研修の開催
・SNSを活用した県産花きの魅力発信

（５）花きの活用促進
・他業種との連携による新商品開発

現状値※ 目標値（Ｒ１２）

① 主要品目の花き産出額 ４６億円 ５３億円

② １世帯当たり花き関連品
消費額（岐阜市）

１９，６２６円 ２３，０００円

※①はＲ５実績、②はＲ２～Ｒ６の５年間で最大と最小の値を除いた３か年の平均値

出典：県農産園芸課調べ

 
「セルリア」    「フェノコマ」    「イソポゴン」    「プロテア」 

 
「ﾘｭｰｶﾃﾞﾝﾄﾞﾛﾝ」   「メラレウカ」    「スカビオサ」     「ハケア」 

図１ 検討中のネイティブフラワー 

 

表１ 各品目の栽培系の進捗状況 

 
 

 
図２ セルリアの栽培条件（赤字：再検討項目） 

品目 発芽（育種） 苗生産 開花特性 開花調整 切花出荷 鉢花出荷 高温耐性・対策

セルリア 〇 〇 冬 〇 〇 △ △

フェノコマ 〇 〇 春 ー ー △ 〇

アデナンサス ー 〇 春 ー ー △ △

イソポゴン △ 〇 春 ー ー △ △

プロテア ー △ ー ー ー △ △

ﾘｭｰｶﾃﾞﾝﾄﾞﾛﾝ 〇 〇 ー ー △ △ △

メラレウカ ー 〇 ー ー ー ー 〇

スカビオサ 〇 〇 △ ー ー ー 〇

ハケア 〇 △ ー ー ー ー 〇

注）〇：可能、△：改善・再検討が必要、ー：未検討

１）花芽形成 (1)短日：9月～3月に花芽が形成される（連続暗黒条件は12時間弱）

(2)脇芽長20cm以上

２）挿木時期 10月、5月

(6-9月はとける、11-1月は発根率が落ちる、2-4月は夏季に枝が曲がる）

３）矮化剤 1万倍50ml灌注を2回または100mlを1回で効果がみられる（改善が必要）。

４）親株 花芽形成抑制のためLED下で養成

５）培土 フランネル培土

６）肥料 フランネル肥料3g/LまたはP少ない肥料、花芽形成後の追肥条件は検討が必要。

７）注意事項 (1)夏場は培土の過湿状態が短い2.5号ロングポットまたは3.5号ポット

　 または屋外(妻面、ｻｲﾄﾞ解放ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ）

(2)出荷鉢への鉢替え時に深植えしてもよい

(3)LEDは9月上旬～1/中（5/上出荷）～２/中（6/上出荷、ただし花部に緑枝あり）

(4)LED利用の場合、最適な摘心時期が異なる（検討が必要）

８）仲卸より (1)40-60cm、12-5月希望、計画生産希望（出荷月、数量）

(2)ブライダル需要：ホワイト系>ピンク系

(3)R8-9にセルリアの切花出荷が可能となる予定（プロテアフローラ、世田谷花きで検討中）。

ネイティブフラワー高温対策（外気導入） SNSによる生産者の紹介

出典：総務省家計調査

１世帯当たり花き関連品消費額
（全国）

出典：総務省家計調査
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